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in the Basic Open Hearth Furnace 
Akihiko Tanaka & Hiroshi Oikawa 
Abstract 
ln this research' we have collected the samples from the hearth ofめebasic open hearぬ
furnace (10OOns) that ml'kes use of raw dolomite in the Japan Steel Company， Muroran Work， 
and conjectured its degenerated structure， and considered泣iatthe hear凶 withtarred raw 
dolomite is not inferior to the one with magnesia ， 
1) Cao， one of the cause a加utslaking action of dolomite， iscombined to FeO， SiOJ and 
A'bOa etc. and formed non-slaking structure during the 0戸ration，Bo it need not take care 
of the danger of such a phenomenon. 
2) ln the do!omite hearth the growth of Pericl錦 eis not dr舗 ticcompared to that in 
magnesia one， therefore the former he紅白 bearswith change of temperature and mechanical 
impact. 
And位leupperpart of the hearth may form half-molten su凶tancein the operation， 
whi巴hmay exists between molten steel and refractories， soit bears with the drasti巴refining
and mechanical impact. 
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||lMぬIg. Loss I Si02 十
I Fe203 
MgO CaO 民比重 If俣腿|制度
-
16.94 34.66 2.832 2.846 0.492 
18.82 34.53 2.835 2.850 0.526 
21.11 31.30 2.847 2.865 0.628 
18.08 35.50 2.823 2.838 0.528 
8.57 45.13 2.825 2.858 0.563 
19.04 35.15 2.830 宮.841 0.563 
19.58 29.92 2.848 2.860 0.419 
????????
?
F斤 45.70 0.52 1.17 
見 45.54 0.21 0.66 
連 45.74 1.07 0.57 
後 44.74 0.57 0.63 
主桑 43.58 1.34 0.41 
生1 43.93 0.28 0.60 
)12 44.00 3.68 0.46 
[議] 1本研究に使用せるもの 2北海道産にして使用可能と推定されるもの
1) 近蕗・守川: ro態基性"1'-:胞における生 F'口マイトタ【ノレ!輝床についてJ，綴と鍋，昭和23年 9月.
2) 田中・及川1: I盤基性千嫡における生ドロマイトタ』ノL燐床の鐙質ならびに侵蝕の機構につい
てJ，日本綾銅協曾第 38岡講演犬舎大要録.













!日鋼口前約 γ 程度にした。焼付後 30min.冷却し直ちに通常熔解作業に入った。

































名 稀 いi仇 lZlA03|副 ω|山 !rg.Lo部
1 表面被覆暦 14.31 34.60 8.54 3.32 0.00 
2 第 2回焼付暦 13.80 30.64 6.71 2.46 30.51 16.10 0.00 
3 上部麗質暦 12.10 22.11 5.70 1.28 37.63 21.64 0.04 
4 第 2回スタムプ暦 9.36 15.97 4.34 1.24 38.30 30.53 0.12 
5 第 1図焼付暦 1356 24.25 7.61、 2.24 33.63 19.60 0.01 
6 下部謎質暦 宮.97 15.45 6.72 0.25 43.61 24.13 0.11 
7 第 1回スタムプ暦 7.72 11.<13 4.34 0.21 40.54 34.89 1.23 




試料 No.2 堅牢にして地餓が綴密に入り込み金属光津を呈ず。 分析結果は試料を破
砕し金属質部を除去したものについて行った。顕微鏡的には全く固i容睦様で微細で組織的に
判定し得なかった。気泡も相営存在するc




















試料 No.7 第 1Iilスグムプ居と推定され，成分上も組織的にも焼ドロマイトに近い。
外貌は褐色で院く一部は粉末となっている。 組織的にはベリクレースの護謹を見， No.3， 
No.4， No.6のものに比して著しく小粒で、あるが，判然たる光皐的特徴を示している;
試料 No.8 スタムフ。j昔の最下部で，ととではドロマイトは未だ分解し切ら示、原組識
のまま存在する。 分析結果を見ると灼熱減量として 6.42%という数字が興えられた。 一方
Fe20~ ， Si02は相首長との深さj主主主透しマトリックスヰIに入り込み，CaO， MgOと結合して
モンテイセライト CaO・MgO.Si02，オリヴインブオルステライト CaO・F巴0・Si02，デイ












































































ドロマイトは温度の上昇にしたがい分解し MgO，CaOとたり-Jl_微細化するが， MgO 
は直ちに集合しベリクレ{スの小粒ーとなる。 -jj鋼・銅lt;;~・グ ~Jvの成分である FeO， Si02， 




はマト Fツクス中には相嘗量の MgOが入り込み， とれらの結晶は多量の MgO~含有ナる





はベリクレ{スの生長を助け， したがって FeO，A1203， SiO.が多く供給されるにしたがい








耐火度試験の結果は， No.7， 8に沿いて S.K.30以上という極めて優秀な結果を得たが，
No. 1， No. 2， No. 4にゐいては S.K.16-17程度であった。 との値は局部的には躍の作業温
度を下廻り， 前主主の気泡の存在等の事賓と考え合せて，との部が作業中牛融睦乃至融韓であ
った事賓が首肯される。










14-159援に過ぎない。 No.6の化事分析値は 43.61%CaOであるので， ドロマイト全量に封
しては計算によりわす=か 6%弱程度が吸水崩壊する性質を有するに留る。賓際の No.6試料
盟主~jl主:zp.燈に於ける生ドロマイトタ戸ノι燭床について 167 
















は MgOが少なし かっ MgOがマトリックスの媒介をへて置換作用により極めて徐々に供
給される故結晶の生長に無理がなく， したがって温度の費化・機械的衝撃に封して抵抗を有
しとれがある程度耐火度の低いととを坦合すものと考えられる。 また艦・床の上部は作業中
極めて粘度の大なる宇融自豊を形成し鋼との聞を隔てているた占うに急激なる沸騰製錬必よび
機械的原因による衝撃を直接鰭床に興えない。
以上により生ドロマイトク ~}v蝿床は従来のマグネシア臆床に比して主程の遜色は認め
られす';，今後技術の改良を見たならば充分代用され得るものと期待される。
本研究に闘する忠良たよぴ若干の資料、 ととに耐火度泊イヒ能試験結果に関する数値が，
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JI・守川雨技師，木村氏等に多大な援助をいただき， 東京大惨永井彰占郎博士には御懇篤な
御指導をたまわり， かっ室蘭工業大串各教官には結大な御後援をいた7さいたととに感謝を捧
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